
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 11 月 7 日（日）秋晴れの下、ＮＰＯ法人わたらせ未来基金（代表 青

木章彦さん）主催の「第 5 回いきもの見っけ大作戦」が行われました。こ

のイベントの趣旨は、渡良瀬遊水地 第 2 調節池 環境学習フィールド３浅

い池に生息する生きものについて生物多様性の調査、観察などをすること

です。参加者の皆さんが、楽しみながらできるよういろいろな工夫をして

実施しました。この日の参加者は、親子、友人などでチームを組んだ 7 組

22 人とスタッフの 10名です。 

＜競技しながら外来生物を駆除＞ 
 参加チームにはタモ網を１チーム２本(新品 1本は参加賞)渡し、決められ

た時間で水の中の生きものを捕獲します。あらかじめ種類により点数がつけ

られ(在来魚は点数が高い)、合計点で大賞を目指す競技です。大賞と特別賞

には、環境にやさしい無農薬無化学肥料「ラムサール冬みず田んぼ米」がプ

レゼントされます｡在来魚は再放流され､外来魚は隔離して駆除されます。 

＜獲った生きものは、すべて種類ごとに分類・記録＞ 
 9 時から 40分間、チームごとに池に入り生きもの捕獲開始です。胴付

長靴を身につけた方が多く、みなさんやる気満々です。足場がぬかるんで

いるので池の中の移動は一苦労です。それでも足で、水の中をガサガサさ

せて、チームで協力して生きものをたも網に追い込んで、様々な生き物を

捕獲していました。捕獲終了後は、一堂に会し、チームごとに獲れた生き

ものの種類を調べ記録します。また、在来魚と外来魚に分けられま 

す。この日獲れた生きものの種類は、およそ 25種類になりました。（取材担当 谷津） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ きらり館登録団体活動紹介 ◇ 

今回調査する池 

生きもの捕獲 

参加者の皆さん 

「きらり館」10 周年記念事業として、きらり展示館で NPO 法人 

わたらせ未来基金主催のコウノトリ誕生記念写真展（11 月 6 日～

28 日）を開催しました。 

 各報道機関（下野新聞・読売新聞・テレビ小山）で紹介されたこと

もあり、期間中は、町内だけでなく県内外からも多く皆様が見学され

ました。御礼申し上げます。 

 また、後援をいただいた野木町観光協会からの提供のあった缶バ

ッジと御朱印カード（各 100 個）を先着順に配布したところ開館前

から行列ができ、2 時間ほどで終了となり、急きょ御朱印カードを増

刷していただき、来場者にお分けすることできました。ありがとうご

ざいました。 

缶バッチとご朱印を配布 

熱心な見学者のみなさん 

野木町ボランティア支援センター情報誌 令和 3 年 12 月第 127 号 
 

 

◇ 登録団体からのお知らせ ◇ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

                  

 

【日  時】１２／２６（土） ９時００分より 午前中で終了予定 

【問合せ先】 きらり館 ☎ ０２８０－２３－１２３２ 

何かとお忙しい時期とは存じますが、ご参加・ご協力をお

願いいたします。 

きらり館から こんにちは 

 

野木町ボランティア支援センター 

きらり館 

 

 

 URL  http://www.town.nogi.lg.jp/ 

メール kirarikan@pearl.ocn.ne.jp 

 

 

 

メ ー ル 

kirarikan@pearl.ocn.ne.jo 

 

 

 

〒329-0101 野木町大字友沼４９３０－１ 

☆  

☆  

 

ｔｅｌ 0280-23-1231  fax 0280-23-1232 

 

☆  

 

★開 館 時 間  火～土 ９：００～１７：１５ 

          日・祝 ９：００～１７：００ 

★休 館 日  月曜日・年末年始 

◆置いてある場所◆野木町役場（入口）、図書館、公民館、ホフマン館 

エニスホール、ホープ館、野木駅など 

 

 
～真空管アンプの響きをたのしみましょう～ 

【日時】12 月 5日（日）13 時 30 分～16時 

【場所】野木町立図書館 2 階研修室 

【申込】不要 【参加費】無料 

【主催】読書のまちづくり応援団・ひまわり真空

管クラブ【問合せ】小湊℡080-2265-4864 

 

 

【日 時】12 月 17日（金）17 時～19 時 

【場 所】野木町ボランティアセンターきらり館 

【提供物】カレーライス（飲み物付） 

【参加費】中学生以下 100 円 大人 300円 

【主 催】ほっと♡ステーション 

【問合せ】きらり館 0280-23-1232 

 

 

 

 

 

 

 
千葉県流山市・新選組近藤勇終焉の地と小林一

茶の足跡が残る流山市を巡る 

【日時】12月 9 日（木）野木駅 8 時 20分集合 

野木駅発 8時 35 分 帰着野木駅 16時 00 分頃 

【主催】気楽に歩こう会 

【問合せ】斎藤☎080-1083-6010 

 
【日時】12 月 8日（水）10 時～11 時 

【場所】野木町ホフマン館研修室（煉瓦窯内） 

【日時】12 月 13日（月）11 時～12時 

【場所】野木町役場内 公民館 幼児室 

【主催】野木町ラジオ体操愛好会 

【問合せ】野田☎090-3048-6773 

 
【日時】12 月 5日（日）13 時 00 分～16時 

【場所】水辺の楽校応援倶楽部奥（ふれあい広場キャンプ場） 

【申込】不要 【参加費】無料 

【主催】のぎ水辺の楽校応援俱楽部【問合せ】松平℡090-6152-4598 

フォークコンサート オカリナ演奏 

昔遊びもできます 

竹馬・竹フラフープ 

輪投げ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 まちづくりやボランティア活動を学び地域デビューすることを目的とした、きらり大楽院「令和３年度地域デ

ビュー講座」が始まりました。第 1回講座の様子をお伝えします。（取材担当 谷津） 

 

第 1 回目は、参加者 11 名、講師に野木町おもちゃ作りインストラクターの

田部井一男さんをお招きして、きらり館で行いました。身近な材料を使い、大

変身させるおもちゃ作りに挑戦です。今回は、ダンボールを使った「クリスマ

スツリー」と紙コップを利用した「おさるさん」、折り紙で「扇子の箸置き」

の 3 点を制作しました。講師の田部井さんは、参加者全員が、おもちゃつくり

ができるようゆっくりとていねいに作るコツを教えてくれます。そのおかげで

皆さん、安心して取組み、3 点のおもちゃを時間内に作ることができました。

あっという間に過ぎた楽しい 2 時間でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 野木駅西口から徒歩 4 分の角にある空き家をお借りして、だれでもぷらっと立ち寄れる居場所目指して、わ

がまちつながり構築事業の空き家活用プロジェクトが始まっています。このプロジェクトに関わっている方は、

煉瓦窯 de マルシェ実行委員会の空き家プロジェクトチームの皆さんです。 

 10 月 24 日（日）午前 10 時から午後 3 時まで「CAD0 de プチマル

シェ」が「ぷらっとほうむ CADO」で行われました。庭では、ドリッパー

を使った本格コーヒー、パン・ジュース等の販売、家の中では、ワークショ

ップ（カゴの多肉寄せ植え、ブレスレット作り）とドライフラワー、モルタ

ル多肉植物、アクセサリーなどの手作り雑貨の販売があり、親子連れの方や

手作り雑貨に興味ある方など多くの人でにぎわいました。（取材担当 谷津） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 11月末現在の登録 

団体 8４ 

個人 35 

災害 ５6 

★来館者 

来 館 ５６４人 

11月の来館者 至小山 

至古河 
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● ＪＲ野木駅より徒歩１５分 

 

コウノトリ誕生写真展では、初日行列ができるほ

どの人気でした。こうしたイベントができるよう新

型コロナウイルス感染者数増加のリバンドが起きな

いよう感染対策を継続していきましょう。（谷津） 

 

参加者の皆さん 

右端 講師の田部井さん 

ブレスレットつくりを楽しむ 

 

 
 

 

 

 

山へ駆り立てられる女性が多い中、山岳事故も増加しています。少しでも安全な長く山を楽しむ方法を

学んで欲しいとの願いから１０月１７日（日）一般参加者を募り、野木山想会主催の女性ハイキング教室

を実施しました。参加者は総勢２２名（一般参加者１３名） 

≪那須平成の森コースを歩く≫ 

行先は那須平成の森コース、フィールドセンターから駒止めの滝までゆっくり歩いて１時間半のところ

です。このコースは、自由に散策や自然体験を楽しめるゾーンで、那須第一の名瀑「駒止の滝」の景色

は、四季折々に姿を変える山々と青く澄んだ美しい滝のコントラストで言葉を失うほどの感動です。 

≪安全な登山目指して登山技術の講習≫ 

コース途中、靴紐のほどけない結び方、ザックの背負い方、ザックに詰める荷物、秋の山での服装、草

木の説明、山の歩き方など多岐に渡り勉強しながら、自然をおおいに満喫してハイキングは無事終了しま

した。物足りなかった参加者もいたようでしたが大方満足して頂けたようでした。下山後は道の駅友愛の

森で主婦に戻り野菜の仕入れ、お菓子の城で家族のおみやげをと盛りだくさんの山行となりました。 

山には、楽な山、高い山、険しい山、雪山などがあり、時には雨や雪が降ったり風が吹いたり、気象の

変化があります。野木山想会は会独自の山のグレーディングを作るとともに山行にランク制を取り入れ、

必ず山行計画書を提出し、常に安全第一で山行を行っています。怪我・救助などに備え「スポーツ安全保

険」に全員加入、「労山新特別基金」（任意加入）の制度もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野木山想会（代表 大貫恵一さん）は、自然を愛し自然に親しむ諸行動を通じ、会員相互の交流、親睦

をはかり、登山ハイキングの普及と向上に努める目的で、1988年に設立されました。 

１ 山想会の基本理念「みんなで創る野木山想会」会員の知恵と力で会を運営します。 

２ 山行の基本指針「安全で楽しく豊かな山行」を目指します。 

３ 山想会の仲間同士は「気配り」「思いやり」を大切にし、弱い人を助け、落伍者をつくりません。 

【ホームページ】URL:http://nogisansoukai.jp/ 

◇ きらり館登録団体活動紹介 

◇ 

女性ハイキング教室に参加した皆さん 山道を歩く参加者の皆さん 


